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１ 目的 

  本研究の目的は： 最近 onlineの会議・テレワークの普及が著しいが、現在のそれでは人と人

との間での“気持ち伝わるコミュニケーション”が 不足するという声も多方面からでている。そこ

でこれらの声を踏まえての対応策の提案を行う。 

２ 方法 

  本研究の調査・分析方法は： 参考文献にあげた諸論文や私の既に発表した論文などに関連し

た調査と分析をして考察する。 

３ 調査・分析の結果と考察： 

従来からＭＭＩ（Man Machine Interface）として情報通信の世界で考えられてきた基本メディ

ア:Voice,Data,Txt（言語）、グラフ、動画像といった区分を、多層構造化で見直しを行う。 

 本論文では第 1層から第３層までを考える。第１層としては従来からの基本メディア、これは耳

（音声）/口と眼（静止画・動画）にくわえて触覚・音楽を加える。これからの情報通信メディアで

は５G／そしてデジタル化、マルチメデイア化の一層の発展から情感に訴える五感通信や、音楽の

活用がより効果的に使われるようになり、より充実してくると考える。 

第２層は人間の五感（眼耳唇鼻身）の機能に加えての人工デバイスによる人能力の強化をする手段

（ロボットを使う場合もあり）を含むものとし、第３層はマルチメディアとし、第１層と第２層に

ある各種メディアの複合的なメディアである。 

 このように考えることで、ニュアンス・コミュニケーションや表情を伴う五感通信がらみ、さら

には５G がらみの提案や“おもてなし”機能のレベルアップ提案を行うことができる。母子のスキ

ンシップ（五感通信）による情報交換も、そしてまた音楽も人類に必須の最大に重要なメディアと

考えられる。前者は第１層において人間が機能させる五感と脳中枢を介しての母と子の情報交換に

代表されるものであり、後者の音楽による共感と気持ちの共有と感情の高揚は全人類的に共通であ

ることは、前者と同様である。 

４ 結論 

情報通信の世界で考えられてきた基本メディア:Voice,Data,Txt（言語）、グラフ、動画像といっ

た区分を見直して、３層構造とすることで、触覚が伴う情報交換や、音楽といったメディア、そし

てこれらを含めたマルチメディアで、“気持ち伝わるコミュニケーション”を補える。 
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